
九
九
〇
年
八
月
二
五
日
　
印
刷

九
九
〇
年
九
月
一
日
　
発
行

第73巻第5号 史学・地理学・考古学

　論　　説

首際考…………………………………・・…・…谷井

蒙古襲来と鎌倉幕府…………・……・…・…………・…・・南

　　一一対応策の性格をめぐって一

ブルシャワ連盟協約の成立……………・…・……・……小　山

　　一16世紀のポーランドにおける宗教的寛容の法的基盤一

研究ノート

良渚文化と大波口文化の図象記号・………………・…………琳

俊仁（1）
基鶴　（40）

哲　（80）

巳奈夫（116）

　書　　評
辻本雅史著『近世教育思想史の研究　……・…・………・…藤本雅彦・桂島宣弘　（135）

　　　　一日本における「公教育」思想の源流一』

中村幹雄著『ナチ党の思想と運動』……………・…・・………原　田　一　美　（142）

John　Wilkinson，　Joyce　Hill　and　W．　F．　Ryan　eds．，

lert‘salem　Pilgritnαge，1099－1185一……・……一……小田匡保（148）

　紹　　介

清水廣一郎著『中世イタリアの都市と商人』（山辺規子）

史学研究会
京都大学文学部内



ル
が
あ
り
、
さ
ら
に
都
市
に
は
共
同
体
に
は
含
ま

れ
な
い
も
の
の
都
市
経
済
に
不
可
欠
な
「
外
圏
人
」

が
い
る
。
そ
の
関
係
は
ル
ー
ズ
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
後
者
は
、
前
者
で
示
さ
れ
た
「
外
国
人
」
の

中
で
、
特
に
広
範
囲
に
移
動
し
て
い
く
職
人
や
労

働
者
像
を
史
料
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。

　
さ
て
、
清
水
氏
が
イ
タ
リ
ア
都
市
の
中
で
特
に

研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
ピ
サ
で
あ
る
。

清
水
氏
は
ハ
一
四
世
紀
ピ
サ
の
公
証
人
文
書
を
調

査
さ
れ
、
イ
タ
リ
ア
で
も
そ
の
成
果
を
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
本
書
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
に
も
ピ
サ
へ

の
言
及
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
「
M
中
世
宋

期
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
公
証
人
の
活
動
」
は
、
中

世
イ
タ
リ
ア
で
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
公
証
人

に
つ
い
て
、
ピ
サ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
中
心
と
す

る
紹
介
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
簡
単
に
本
書
に
盛
ら
れ
た
清
水
氏
の
論

文
の
内
容
を
紹
介
し
た
。
こ
の
ほ
か
本
書
に
は
、

清
水
氏
と
同
時
期
に
大
学
院
で
研
究
を
さ
れ
た
阿

部
謹
也
氏
、
森
尾
総
夫
氏
、
ま
た
中
世
イ
タ
リ
ア

史
を
研
究
し
同
時
期
に
留
学
さ
れ
た
斎
藤
寛
海
氏

の
鼎
談
が
付
け
加
え
ら
れ
て
お
り
、
本
書
で
は
触

れ
ら
れ
な
か
っ
た
研
究
上
の
業
績
を
含
め
て
、
清

水
氏
の
人
と
な
り
、
研
究
方
向
な
ど
を
知
る
の
に

役
立
つ
ρ
た
だ
、
あ
え
て
欲
を
い
え
ば
、
『
中
世
イ

タ
リ
ア
都
市
国
家
研
究
』
以
降
に
清
水
氏
が
発
表

さ
れ
た
論
文
は
他
に
も
多
数
あ
る
。
た
と
え
ぼ
、

婚
資
に
つ
い
て
も
何
度
か
発
表
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
本
書
に
は
所
載
さ
れ
て
い
な
い
。

さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が
あ
ろ
う
が
、
今
後
清
水
氏
の

業
績
が
ま
と
め
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
す
れ

ば
、
な
ん
と
か
こ
こ
に
ま
と
め
て
載
せ
て
ほ
し
か

っ
た
と
感
じ
ず
に
は
入
ら
れ
な
い
。

　
清
水
氏
が
、
日
本
に
お
け
る
中
世
イ
タ
リ
ア
史

研
究
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。
清
水
氏
は
ご
自
身
の
研
究
の
ほ
か
、

「
紹
介
」
「
書
評
」
も
数
多
く
な
さ
れ
、
中
世
イ
タ

リ
ア
に
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
概
説
を
こ
な
さ
れ

て
き
た
。
清
水
氏
の
業
績
は
日
本
国
内
に
と
ど
ま

ら
ず
、
清
水
氏
が
研
究
さ
れ
て
い
た
ピ
サ
で
、
共

に
研
究
を
進
め
て
い
た
賊
・
ル
ッ
ツ
ァ
テ
ィ
、
G

・
ロ
ヅ
セ
ッ
テ
ィ
な
ど
の
研
究
者
か
ら
も
評
価
さ

れ
て
い
た
。
三
度
に
わ
た
っ
て
イ
タ
リ
ア
に
留
学

さ
れ
、
研
究
を
進
め
ら
れ
て
い
た
研
究
の
在
り
方

は
、
西
洋
史
研
究
の
モ
デ
ル
と
な
る
も
の
だ
っ
た
。

今
後
の
さ
ら
に
一
層
の
活
動
が
期
待
さ
れ
て
い
た

だ
け
に
、
五
〇
代
半
ば
と
い
う
若
さ
で
世
を
去
ら

れ
た
こ
と
は
い
く
ら
惜
し
ん
で
も
あ
ま
り
あ
る
。

紹
介
者
も
ま
た
、
清
水
氏
に
教
え
を
乞
い
、
ア
ド

ヴ
ァ
イ
ス
を
受
け
た
一
人
で
あ
る
。
哀
悼
の
意
を

こ
め
て
、
本
書
が
多
く
の
人
の
鼠
に
触
れ
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

　
　
（
珍
6
判
、
二
三
二
頁
、
洋
白
社
、
　
一
九
入
九
年

　
　
一
二
月
、
｛
疋
備
一
二
〇
六
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
山
辺
規
予
　
京
都
橘
女
子
大
学
助
激
授
）

　
呆
学
術
会
議
だ
よ
凹

　
α
7

1
1
N
H
l
I

平
成
二
年
五
月
　
日
太
七
三
会
議
広
報
委
員
会

　
◇
日
本
学
術
会
議
第
一
〇
九
回
総
会
報
告

　
日
本
学
術
会
議
第
一
〇
九
回
総
会
（
第
一
四
期

・
第
五
回
）
は
、
四
月
一
八
～
ご
○
日
の
三
日
間

開
催
さ
れ
た
。

　
　
（
申
立
）

　
今
回
総
会
で
は
、
次
の
勧
告
、
対
外
報
告
が
採

択
さ
れ
た
。

①
地
球
圏
－
生
物
圏
国
際
協
岡
研
究
計
画
（
I

　
G
B
P
）
の
実
施
に
つ
い
て
（
勧
告
）

　
こ
の
I
G
B
P
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
会
長

召
集
の
検
討
会
議
や
関
係
す
る
部
会
、
研
究
連
絡

委
員
会
等
で
検
討
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の

度
、
こ
れ
ら
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
て
、
入
間
活

動
と
地
球
環
境
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
I
G
B

P
分
科
会
が
中
心
と
な
っ
て
今
回
の
勧
告
案
を
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
勧
告
は
、
岡
日
午
後
直
ち
に
内
閣
総
理
大

臣
に
提
出
さ
れ
、
関
係
省
庁
に
送
付
さ
れ
た
。

②
人
間
活
動
と
地
球
環
境
に
間
す
る
特
別
委
員
会

　
報
告
一
人
間
活
動
と
地
球
環
境
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
人
間
活
動
と
地
球
環
境
に
関
す
る
特

別
委
員
会
が
、
昭
和
六
三
年
一
〇
月
の
発
足
以
来

行
っ
て
き
た
審
議
の
結
果
を
中
間
報
告
と
し
て
取

り
ま
黒
め
た
も
の
に
つ
い
て
、
外
部
に
発
表
す
る

こ
と
を
承
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
件
に
関
す

る
審
議
の
際
に
は
、
人
間
活
動
と
い
う
言
葉
の
定

義
、
国
際
関
係
や
各
国
の
科
学
技
術
政
策
と
の
関

連
、
環
境
教
育
の
位
置
付
け
等
々
に
つ
い
て
、
活

発
な
質
疑
応
答
が
あ
り
、
ま
た
、
文
案
の
修
正
を

求
め
る
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
る
等
、
熱
心
な
討

議
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
総
会
第
二
日
目
の
午
前
に
は
、
南
ア
フ

リ
カ
共
和
国
科
学
者
の
学
術
に
係
る
我
が
国
へ
の

入
国
手
続
き
を
め
ぐ
る
従
来
か
ら
の
問
題
に
つ
い

て
討
議
が
行
わ
れ
、
「
科
学
者
の
自
由
交
流
」
の

考
え
方
に
賛
同
し
、
本
問
題
の
鼠
－
急
か
つ
実
質
的

な
解
決
を
望
む
多
数
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
な
お
、
第
二
夏
至
午
後
に
は
、
「
学
術
の
国
際

化
へ
の
対
応
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
活
発
な
自
由

討
議
が
行
わ
れ
た
。

『
吏
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す
。

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
宇
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」
と
「
欧

　
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
。

◇
研
究
ノ
ー
ト
・
研
究
動
向
∵
書
評
に
は
、
「
欧

　
文
タ
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

　
送
り
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
京
都
市
左
京
区
告
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

御
注
意

　
　
図
表
あ
る
い
は
特
殊
活
字
を
掲
載
す
る
場
合

　
に
は
、
そ
の
印
刷
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て
い

　
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

編
　
集
　
後
　
記

　
今
夏
は
例
年
に
な
い
猛
暑
で
し
た
が
、
会
員
の

皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
や
っ
と
秋

ら
し
く
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
第
七
三
巻
五
号

を
お
届
け
し
ま
す
。

　
京
大
文
学
部
に
眠
っ
て
い
た
明
代
の
史
料
を

「
発
掘
」
し
た
谷
井
論
説
、
鎌
倉
時
代
政
治
史
に

新
し
い
視
角
を
も
っ
て
迫
る
南
論
説
、
　
一
六
世
紀

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
「
異
端
者
の
避
難
所
」
と
し
て
の

特
質
の
要
因
を
解
明
し
た
小
由
論
説
、
そ
し
て
長

年
の
御
研
究
に
基
づ
く
説
得
力
あ
ふ
れ
る
林
研
究

ノ
ー
ト
と
す
ぐ
れ
た
論
文
が
目
白
押
で
す
。
ま
た

書
評
、
紹
介
も
多
く
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
冨
ん
だ
内

容
に
な
り
ま
し
た
。
御
味
読
く
だ
さ
い
。
　
（
圭
）

一
薙
○
○
歌
朋
二
諸
潔
定
価
三
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
二
円

　
出
X
　
　
林
　
　
第
七
一
二
巻
第
五
号
　
（
通
巻
第
一
二
六
三
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
窟
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
捌
所
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